
柱島には柱島港付近に
     5件程旅館があります。　

学校の玄関横には、
今は数少ない

丸型ポストがある。

戦時中に独特な彩色が施された
仁王様が特徴。泣き止まない子に
「仁王様の所につれて行く！」と
言い聞かせていたとか。

高杉晋作らと奇兵隊を結成し活躍。
藩内の俗論派と正義派諸隊の調停を
図ったことが二重スパイと疑われ、
高杉らと対立。長州藩に捕縛され
処刑された。享年29歳。     

武人が追われている時に
潜伏していた寺。

遺骨は島内に持帰られ、
この寺に眠っている。

毛利家家臣で柱島の
領主。横には側室と
幼児の墓も。

体にできたイボを
取ってくれる神様。

島のあちこちに祀ってある。
祀らないとタタリが…？！

毎年行われる秋祭りでは、
神輿を近くの八幡宮まで担ぎ、
          島全体で収穫を感謝する。
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小ぶりな神社。
狛犬も小さめ？

日本海軍所属の戦艦「陸奥」は
昭和18（1943）年に柱島南西沖約2kmの地点で

謎の爆発により沈没。
乗組員1,122名が犠牲となった。

柱島の人の手によって、
犠牲者を悼んで建立された。

多くの遺体は続島へ運ばれ
秘密裏に荼毘に付された。
柱島の大工により葬儀の
祭壇が作られたそうだ。

引き潮になると
歩いて渡れる！

昭和時代に
海水浴客を直接船で
　　運んでいた時のなごり。

尖った地形の砂浜。
風向きによって洲の形や向きが

大きく変化する。

波と波が交わって
面白い。

見張り台と狼煙台があったらしい。
島民は展望台と呼んでいる。

この柱島を統治していた
柱島氏の祖。1070年3月26日没。

この墓の辺りに
      柱島城本丸があった。

惣那水軍の城や
太平洋戦争時の海軍の
見張所 が置かれた場所

でもある。

標高約 280ｍの山。
麓から40分程度で
山頂に行くことができる。
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約1kmもあるほぼ直線の砂浜。

昔、この辺りは
牛や馬牧場があり、薪も生産していた。
なので牧の字がつく名字が多い地区。

小さな石でできた「石小島」

小柱島 松田港の風景

島民から「くろう様」と呼ばれている
不老長寿また学問の神様で、
少子部少彦名命を祀っている。

弘法大師（空海）が伝えたと言われる
石風呂跡。春と秋に「おせったい」が
行われ、年配の女性が参られた人の

世話をする。 急な坂道。

変わった
レンガの
積み方。

毎月17日お参りする。
中には4体の観音様。

台風で
倒れたことも…

お参りする時、
サザエの殻の中に
甘酒を入れて

お供えする風習がある。
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石碑と説明看板のみ。

赤禰武人は天保9年
（1838年）に柱島の医者
の長男として生誕。
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※事前に電話予約が必要です。
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敵発見!

昔、柱島水軍という
海賊集団が敵軍の船が
来るかどうか見張りを
行っていたのがこの地の由来。
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展望台からは
瀬戸の多島美が

望める。

小学校は2008年3月に、
中学校は2011年3月を
　　　最後に休校に。
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港旅館   【TEL】0827-48-2022
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